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5 広報・啓発活動 

(1) 活動概要 

 令和 3 年度は、むなかた子どもの権利相談室「ハッピークローバー」が、子どもの権利救済・回

復活動を始めて 9 年目の年でした。コロナ禍の子どもたちへの影響が懸念されていることもあり、

例年行っている子どもの権利や相談室の周知の内容を検討すると共に、インスタグラムで相談室の

アカウントを開設するなど、新しい形式を用いた広報・啓発活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 実施時期 対象等 備考

配布

リーフレット 4-5月

カード 4-5月

はぴくろ通信　第15号 5月 「はぴくろのお手紙相談」の紹介

はぴくろ通信　第16号 9月 相談できることについて紹介

はぴくろ通信　特別号 11月

はぴくろ通信　第17号 2月
はぴくろの活動に対する子どものア

イディアを募集

はぴくろ通信　お祝い号

クリアファイル

体罰防止ポスターの配布 9-11月 子ども・市民等 体育施設等へ配布、掲示を依頼

校内啓発活動

小・中学校における全校生徒へ向け

ての校内啓発
随時 市内の小・中学校 オンラインやDVDを使っての啓発

むなかた子どもの権利相談室

「ハッピークローバー」についての

アンケート調査

12月
市内の小・中学校に通う小学5年

生と中学2年生

小学5年生884人、中学2年生862人、

計1746人

イベント参加

「宗像市子ども大学」でのグループ

ワーク
11月 子ども・市民等 相談体験を通したグループワーク

その他の活動

子どもの権利に関する図書館展示 11月 市民等 子どもの権利に関する啓発

インスタグラムによる広報・啓発 7月- 子ども・市民等
子どもの権利・相談室の周知、子ど

もたちの気持ちが明るくなる内容

全児童生徒に配布（約11000部）

3月
市内の中学校を卒業する子どもた

ち

市内の小・中学校、義務教育学

校、宗像中学校、宗像高等学校、

東海大付属福岡高等学校
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(2) リーフレット・カードの配布 

 4 月中旬～5月の間に、宗像市内の小学校 14 校、中学校 6校、義務教育学校 1校、宗像中学校・

宗像高等学校、東海大学付属福岡高等学校へリーフレット・カードの配布を依頼しました。 

 リーフレットについて、一部文言やデザインを変更しました。主な変更点は「新：話したくない

ことは、言わなくていいよ」「旧：親にも先生にもナイショにするよ」です。コロナ禍において、子

どもの命に関わると思われる相談が増え、緊急対応として子どもの同意を得る前に関係機関と連絡・

連携をとることが増えたことが背景にあります。 

カードの大きさは、小学生の子どもたちが名札の中（裏側）に入れられるサイズとなっており、

困ったときにはそれを見て、いつでも連絡できるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布カード 配布リーフレット 
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（3）「はぴくろ通信」の発行 

 毎年数回、「はぴくろ通信」を発行しています。令和 3 年度は第 15－17 号を発行しました。内容

としては、子どもの権利や相談室の周知だけでなく、見るだけで気持ちが明るくなる内容や、子ど

もたちが気持ちを表現できる場の提供等、コロナ禍に配慮した内容を中心にしました。 

市内の中学校を卒業する子どもたちに対しては、例年通り、はぴくろの特別号と共に、オリジナ

ルのクリアファイルを卒業式にて配布しました。 

※ 令和 3年度に発行した「はぴくろ通信（小学生版）」を下に載せています。中高生版含め、過

去発行分の通信については、宗像市役所 HP 内に載せておりますので、参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はぴくろ通信」第 15号（小学生版） 

「はぴくろ通信」第 16号（小学生版） 
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「はぴくろ通信」特別号 

はぴくろクリアファイル 

「はぴくろ通信」第 17号（小学生版） 

「はぴくろ通信」お祝い号 
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（4）体罰防止のための活動 

 令和 2 年度に体罰に関する相談が寄せられたことを受け、以降毎年体罰を防止するための広報啓

発をおこなっています。令和 3 年度は「はぴくろ通信（第 16 号）」内で相談してほしいことの周知

をおこない、併せて体罰防止ポスターを作成し、市内の子どもが利用する施設内に掲示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 小・中学校での啓発活動 

 コロナ禍における新しい啓発形式として、オンラインや校内放送、DVD などを用いながら、市内

小・中学校の生徒へ向けて啓発を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
啓発スライド内容（一部抜粋） 

令和 3年度体罰防止ポスター 
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(6) むなかた子どもの権利相談室「ハッピークローバー」についてのアンケート 

平成 26 年度以降、宗像市内の小学 5 年生、中学 2 年生を対象にアンケート調査を実施していま

す。令和 3 年度は、アンケートの実施形式を手書きではなく、タブレットでチェックする形式に変

更して実施しました。 

実施時期   令和 3年 12 月 1 日（火）～ 12 月 24 日（木） 

対 象 者   宗像市内の小学校・義務教育学校 5年生 884 人 

中学校・義務教育学校 2年生 862 人 

̞ 令和 3年度アンケート結果については、pp.41-45 を参照してください。 

 

(7) 「むなかた子ども大学」でのグループワーク 

宗像市では、11月 20 日を「子どもの権利の日」と定めており、その前後に、学校や関係機関等で

様々な取り組みが行われます。その 1 つとして、子どもたちが様々な職種の大人から専門性につい

て授業を受ける「むなかた子ども大学」が開催されました。その中のブースを借り、親子参加型の

ワークショップを行いました。 

 

 テーマ はぴくろのお手紙相談 ～相談する・聴く人体験しませんか？～ 

     子どもの権利相談員 中川誠也 石川美喜 井上麻衣 

 

(8) 子どもの権利に関する図書館展示 

宗像市子どもの権利の日に合わせ、令和 3 年 11 月 1 日～12 月 10 日までの間、宗像市民図書館

（中央館）において、コーナーを作成し、相談室の活動紹介やポスターの掲示と共に、関連した本

の展示を行いました。展示する本については、図書館のご協力を得て、子どもたちが興味を持てる

内容のものを選定してもらいました。 
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(9) インスタグラムによる広報・啓発 

コロナ禍で子どもたちの心身の状態が懸念される中、「より相談室を身近に感じてほしい」「中・

高校生の子どもたちにも相談してほしい」という思いのもと、令和 3年 7月 7 日に「はぴくろのイ

ンスタグラム」を開設しました。相談室や子どもの権利の情報だけでなく、見るだけで気持ちが明

るくなったり、問題を乗り越えるヒントになるような内容も入れた広報啓発となっています。 

 

¹ 投稿内容について 

¶ はぴくろのインスタグラムは、毎週水曜日に投稿しています。 

¶ 相談方法や活動紹介に始まり、ストレス対処やセルフケアの紹介、かわいい癒し動物の紹介、

クイズといったちょっとした遊び等、幅広いジャンルで投稿しています。 

¶ 最近のコーナーとして、様々な分野で活躍する方々にインタビューをおこない、コロナ禍で外

の世界に触れる機会が減ってしまった子どもたちへ専門性や思いを届け、子どもたちが将来へ

の夢や希望を持つきっかけに繋がるような内容も発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

¹ 運営状況 

¶ 投稿数の増加に伴い、「フォロワー」「いいね」「保存された投稿」の数が徐々に増加してきてい

ます。 

¶ 大人の閲覧も多いことから、大人への広報啓発にも繋がっていると思われます。 

¶ はぴくろインスタグラムでは、今後も投稿・コーナーを検討し、子どものこころに届く広報啓

発に努めていきます。興味ある方は下記の QR コードから検索してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Instagram：＠munakata_city_hapikuro968 


